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製
造
現
場
が
若
手
に
求
め
る
資
質
は
、
技

能
・
技
術
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
よ
り
も
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
忍
耐
力
が
あ
る

こ
と―

―

。
自
動
車
、
電
機
、
鉄
鋼
な
ど
金

属
産
業
の
労
組
で
つ
く
る
金
属
労
協
（
Ｉ
Ｍ

Ｆ
・
Ｊ
Ｃ
、
議
長
：
加
藤
裕
治
自
動
車
総
連

会
長
）
は
四
月
一
〇
日
、横
浜
で
開
い
た
「
〇

八
年
政
策
・
制
度
中
央
討
論
集
会
」
で
「
も

の
づ
く
り
現
場
の
若
者
雇
用
に
関
す
る
状
況

調
査
」
の
集
計
結
果
（
概
要
）
を
公
表
し
た
。

若
手
の
技
能
労
働
者
不
足
が
鮮
明
に
な
る
一

方
で
、
女
性
の
も
の
づ
く
り
現
場
へ
の
進
出

が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
や
、
若
年
者
ト
ラ
イ

ア
ル
雇
用
が
浸
透
し
て
い
な
い
実
態
も
浮
か

び
上
が
っ
た
。

も
の
づ
く
り
現
場
一
〇
〇
組
織
の

実
態
を
調
査

　

二
〇
〇
七
年
版
も
の
づ
く
り
白
書
に
よ
れ

ば
、
二
九
歳
以
下
の
若
者
の
職
業
別
求
人
・

求
職
状
況
は
、
事
務
的
な
職
業
が
求
人
数
の

八
万
件
に
対
し
、
求
職
者
数
は
一
六
万
六
〇

〇
〇
人
。
一
方
、
技
能
系
の
職
業
は
、
求
人

数
が
二
〇
万
七
〇
〇
〇
件
で
、
求
職
者
は
一

一
万
九
〇
〇
〇
人
だ
っ
た
。
事
務
系
は
一
件

の
求
人
に
二
人
が
応
募
し
て
く
る
の
に
、
技

能
系
は
二
件
の
求
職
に
一
人
が
応
募
す
る
計

算
で
、
も
の
づ
く
り
現
場
の
次
世
代
へ
の
技

術
・
技
能
の
継
承
・
育
成
が
深
刻
な
課
題
と

な
り
つ
つ
あ
る
。

　

調
査
は
、
若
者
が
も
の
づ
く
り
現
場
を
就

職
先
と
し
て
積
極
的
に
選
択
し
、
次
代
の
も

の
づ
く
り
産
業
の
担
い
手
と
し
て
必
要
な
能

力
開
発
が
十
分
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
環
境

づ
く
り
と
、
も
の
づ
く
り
の
観
点
に
立
っ
た

若
者
雇
用
政
策
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と

が
目
的
。
昨
年
一
一
月
か
ら
今
年
二
月
に
か

け
て
Ｊ
Ｃ
に
加
盟
す
る
一
一
五
単
組
に
モ
デ

ル
調
査
を
行
い
、
一
〇
〇
単
組
か
ら
の
回
答

を
ま
と
め
た
（
回
収
率
八
七
％
）。

　

回
答
の
八
五
％
は
、
人
手
不
足
の
顕
著
な

事
業
所
規
模
（
組
合
員
ベ
ー
ス
）
一
〇
〇
〇

人
以
下
の
中
堅
・
中
小
企
業
。
製
造
現
場
の

技
能
系
正
社
員
の
男
女
比
率
は
八
対
二
で
男

性
が
圧
倒
的
に
多
く
、
年
齢
別
比
率
で
は
、

三
四
歳
以
下
が
全
体
の
三
七
・
八
％
、
三
五

〜
五
四
歳
が
四
六
・
六
％
、
五
五
歳
以
上
が

一
五
・
六
％
と
な
っ
て
い
る
。

若
手
の
人
材
不
足
が
中
堅
層
の
負

担
増
に

　

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
製
造
現
場
に
お
け

る
技
能
系
正
社
員
の
数
は
、「
ほ
ぼ
す
べ
て
の

職
種
で
不
足
し
て
い
る
」
事
業
所
が
一
番
多

く
全
体
の
三
分
の
一
を
占
め
た
。
次
に
多
か

っ
た
の
は
「
現
在
は
足
り
て
い
る
が
、
今
後

五
年
間
で
、
特
定
職
種
で
不
足
が
予
想
さ
れ

る
」（
一
八
組
織
）
で
、「
現
在
は
足
り
て
い
る

が
、
今
後
五
年
間
で
ほ
ぼ
す
べ
て
の
職
種
で

不
足
が
予
想
さ
れ
る
」（
一
四
組
織
）
と
合
わ

せ
て
三
分
の
一
が
、
団
塊
の
世
代
が
六
五
歳

を
迎
え
る
頃
ま
で
に
若
手
人
材
が
不
足
す
る

と
考
え
て
い
る
（
図
１
）。

　

現
在
、
不
足
を
感
じ
る
層
（
複
数
回
答
）

は
、「
若
手
技
能
者
」
と
「
中
堅
技
能
者
」
が

ツ
ー
ト
ッ
プ
。
若
手
の
不
足
に
は
、「（
派
遣
・

請
負
社
員
や
パ
ー
ト
な
ど
）
非
正
社
員
の
活

用
・
増
員
」
で
対
応
し
て
い
る
現
場
が
突
出

し
た
ほ
か
、
正
社
員
の
残
業
や
高
齢
者
の
活

用
で
凌
い
で
い
る
と
こ
ろ
も
相
当
数
あ
っ
た
。

そ
ん
な
対
応
の
結
果
、
中
堅
社
員
に
は
、
非

正
社
員
の
指
導
負
担
や
残
業
が
増
加
。
心
身

と
も
に
負
荷
が
増
し
、
人
材
育
成
や
技
能
継

承
も
ま
ま
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

技
能
系
若
手
正
社
員
の
採
用
状
況
に
目
を

移
す
と
、
近
年
の
新
卒
採
用
は
、「
困
難
で
あ

る
」（
三
八
組
織
）
も
し
く
は
「
や
や
問
題
が

あ
る
」（
三
〇
組
織
）
と
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
、

「
問
題
は
な
い
」
は
四
分
の
一
に
過
ぎ
な
か

っ
た
。
中
途
採
用
で
は
、「
問
題
は
な
い
」（
二

八
組
織
）
が
多
い
も
の
の
、「
や
や
問
題
が
あ

る
」（
二
五
組
織
）
や
「
困
難
で
あ
る
」（
二
一

組
織
）
と
大
差
は
な
い
（
図
２
）。

　

そ
こ
で
「
困
難
で
あ
る
」「
問
題
が
あ
る
」

と
回
答
し
た
組
織
に
、
そ
の
原
因
を
聞
く
と

（
複
数
回
答
）、「
採
用
し
た
い
地
域
に
お
い
て
、

そ
も
そ
も
若
手
人
材
が
不
足
し
て
い
る
か

ら
」（
三
八
組
織
）、「
若
者
の
第
三
次
産
業
へ

の
就
職
志
向
が
強
い
」（
二
五
組
織
）、「
会
社

の
知
名
度
が
低
い
た
め
若
者
が
興
味
を
示
さ

ト
ピ
ッ
ク
ス

も
の
づ
く
り
現
場

2

金
属
労
協
が
若
年
雇
用
の
実
態
と
課
題
を
調
査

図１　 製造現場において必要な技能系正社員の数は足りて
いるか（ｎ=100）

図２　製造現場における近年の技能系若手正社員の採用に問題はあるか
　　　　（新卒：n=99）　　　　　　　　　　　　　（中途：n=91）
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な
い
か
ら
」（
二
一
組
織
）
が
上
位
だ
っ
た
。

な
お
、
調
査
結
果
か
ら
は
若
手
正
社
員
の
採

用
は
圧
倒
的
に
地
元
採
用
が
多
く
、
約
四
割

が
女
性
を
採
用
す
る
予
定
が
な
い
な
ど
の
現

状
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
た
。

若
年
者
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
の

浸
透
促
進
を

　

一
方
、
調
査
は
若
手
正
社
員
の
確
保
・
定

着
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
尋
ね
て

い
る
。
現
在
、
実
施
し
て
い
る
新
卒
社
員
の

採
用
の
た
め
の
対
応
策（
複
数
回
答
）は
、「
工

業
高
校
へ
の
訪
問
」（
八
七
組
織
）
が
抜
き
ん

出
た
ほ
か
、「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
・
産
業
振
興
会

等
へ
の
登
録
」（
六
四
組
織
）
や
「
自
社
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
の
求
人
情
報
の
発
信
」（
五
二
組

織
）
も
多
か
っ
た
。

　

中
途
採
用
で
は
、「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
・
産
業

振
興
会
へ
の
登
録
」（
五
六
組
織
）
が
最
も
多

く
、
以
下
、「
自
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
求
人

情
報
の
発
信
」（
三
六
組
織
）、「
求
人
広
告
・

新
聞
チ
ラ
シ
等
の
活
用
」（
三
四
組
織
）、「
人

づ
て
に
よ
る
紹
介
」（
三
三
組
織
）
が
並
ぶ
。

　

ち
な
み
に
、「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
け

入
れ
」「
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
の
受
け
入
れ
」

「
若
年
者
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
の
活
用
」
と
い

っ
た
施
策
の
実
施
状
況
を
み
る
と
、
新
卒
採

用
で
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
取
り
組
ん
で

い
る
組
織
が
三
七
あ
っ
た
だ
け
で
、
中
途
採

用
の
活
用
状
況
も
芳
し
く
な
い
（
デ
ュ
ア
ル

シ
ス
テ
ム
四
件
、
若
年
者
ト
ラ
イ
ア
ル
三

件
）（
図
３
、
４
）。

　

こ
れ
ら
施
策
の
認
知
度
に
つ
い
て
も
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
九
割
が「
知
っ
て
い
た
」

も
の
の
、
若
者
ト
ラ
イ
ア
ル
を
「
知
っ
て
い

た
」
の
は
六
割
強
に
過
ぎ
ず
、
デ
ュ
ア
ル
シ

ス
テ
ム
も
三
分
の
二
近
く
が
「
知
ら
な
い
」

状
態
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
け
入
れ
た

企
業
の
六
五
％
で
「
正
規
採
用
に
つ
な
が
っ

て
い
な
い
」
ほ
か
、
中
途
で
デ
ュ
ア
ル
シ
ス

テ
ム
を
受
け
入
れ
た
四
組
織
で
も
正
規
採
用

に
つ
な
が
っ
た
の
は
半
分
の
二
件
だ
け
だ
っ

た
。
他
方
、
実
施
件
数
こ
そ
少
な
い
が
、
若

年
者
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
は
受
け
入
れ
た
三
件

す
べ
て
で
正
規
採
用
に
つ
な
が
っ
て
い
た
。

工
業
高
校
卒
業
生
の
減
少
に

歯
止
め
を

　

で
は
、
製
造
現
場
は
ど
ん
な
若
者
に
来
て

欲
し
い
と
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
学
歴
別

に
み
る
と（
複
数
回
答
）、「
工
業
高
校
新
卒
」

が
圧
倒
的
に
多
く
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
組
織
が

こ
の
回
答
を
選
択
し
た
。
他
に
「
普
通
高
校

新
卒
」
や
「
経
験
者
を
中
途
採
用
」、「
技
術

専
門
校
・
職
業
訓
練
校
新
卒
」
も
多
い
。
Ｊ

Ｃ
の
資
料
に
よ
れ
ば
、工
業
高
校
の
学
校
数
・

生
徒
数
は
、
ピ
ー
ク
時
（
一
九
六
五
年
度
）

の
九
二
五
校
、
六
二
万
四
〇
〇
〇
人
か
ら
、

〇
六
年
度
に
は
七
五
七
校
、
二
九
万
人
に
ま

で
激
減
し
て
い
る
。
も
の
づ
く
り
現
場
で
、

工
業
高
校
の
卒
業
生
が
一
番
欲
し
い
戦
力
と

し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
な
か
、
Ｊ
Ｃ
は
、「
〇

八
〜
〇
九
年
政
策
・
制
度
要
求
」
に
工
業
高

校
卒
業
生
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め

の
項
目
を
盛
り
込
む
構
え
だ
。

若
手
に
求
め
る
資
質
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
忍
耐
力

　

若
手
正
社
員
に
求
め
る
資
質
（
三
つ
ま
で

回
答
）
で
多
か
っ
た
の
は
、「
一
緒
に
働
く
た

め
の
人
柄
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
力
）」（
六
六
組
織
）、「
最
後
ま
で
や

り
遂
げ
る
忍
耐
力
・
ね
ば
り
強
さ
」（
六
一
組

織
）、「
も
の
づ
く
り
へ
の
情
熱
・
興
味
」（
五

三
組
織
）、「
社
会
人
と
し
て
の
素
養
」（
四
五

組
織
）、「
素
直
な
気
質
」（
四
三
組
織
）
な
ど
。

半
面
、「
技
術
・
技
能
の
専
門
知
識
」（
一
八
組

織
）
や
「
手
先
の
器
用
さ
」（
五
組
織
）、「
も

の
づ
く
り
の
経
験
」（
三
組
織
）
な
ど
を
求
め

る
回
答
は
少
数
派
だ
っ
た
。
製
造
現
場
は
、

専
門
知
識
や
経
験
よ
り
、
組
織
に
と
け
込
め

る
人
柄
や
忍
耐
力
を
欲
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　

実
際
、
技
能
系
若
手
社
員
の
近
年
の
退
職

理
由
を
聞
く
と
、「
職
場
で
の
人
間
関
係
」、

「
仕
事
に
対
す
る
認
識
の
甘
さ
」、「
想
像
と

入
社
後
の
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
」、「
忍
耐
力
不

足
」
な
ど
が
目
立
つ
。
も
の
づ
く
り
未
経
験

者
を
中
途
採
用
す
る
際
に
は
、「
他
産
業
・
他

職
種
の
正
社
員
経
験
者
」
が
一
番
求
め
ら
れ

て
い
た
が
、「
他
産
業
・
他
業
種
の
非
正
社
員

経
験
者
」や「
意
欲
が
あ
れ
ば
ニ
ー
ト
で
も
」

と
い
う
声
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

　

と
は
い
え
、
非
正
社
員
の
正
社
員
へ
の
登

用
制
度
を
有
す
る
組
織
は
全
体
の
半
数
に
過

ぎ
ず
、
登
用
制
度
の
あ
る
組
織
に
限
っ
て
み

て
も
、
今
後
、「
非
正
社
員
の
正
社
員
化
の
採

用
数
を
増
や
し
て
い
き
た
い
」
と
す
る
の
は

半
数
以
下
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
人
手
不
足

が
さ
け
ば
れ
る
な
か
、
人
員
確
保
の
観
点
か

ら
の
、
非
正
社
員
の
登
用
な
ど
を
促
進
さ
せ

る
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
。

　

な
お
、
現
場
の
若
手
層
の
仕
事
へ
の
や
り

が
い
を
高
め
、
定
着
さ
せ
て
い
く
た
め
に
労

組
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
課
題（
自
由
回
答
）

に
関
し
て
は
、「
賃
金
・
労
働
条
件
の
改
善
」

（
二
五
組
織
）
や
「
職
場
環
境
・
福
利
厚
生

の
改
善
・
充
実
」（
二
三
組
織
）
と
い
っ
た
労

働
組
合
と
し
て
当
然
の
活
動
に
加
え
、「
職
種

別
・
職
場
横
断
的
懇
談
、
情
報
交
換
の
場
の

設
置
」（
一
四
組
織
）
や
「
各
種
相
談
体
制
の

整
備
」、「
人
間
関
係
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
再
構
築
」（
と
も
に
一
三
組
織
）
に
つ
い

て
も
、
そ
の
必
要
性
を
訴
え
る
声
が
高
ま
っ

て
い
る
。　　
　
　
　
　
　
（
調
査
・
解
析
部
）

図３　 現在行っている技能系若手正社員採用（新卒）に向
けての取り組み（n=98、複数回答）

図４　 現在行っている技能系若手正社員採用（中途）に向
けての取り組み（n=83、複数回答）




